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の源流を発し、中国、ミャンマー、ラオス、タイ、カンボジア、ベトナムを走る国際河川である。現在メコン河はこれらの国々の間で国境線をなし、その領土を分断しているが、歴史的には沿岸 人水運ルートとして 生活 支えてきた。一九九〇年代に流域諸国の間で戦乱が終息 、経済開発
をめぐって協力が始まると、メコン河は国際的な経済活動を結ぶ河川水運ルートとして注目され ようになる。現在では、中国の雲南省西双版納タイ族自治州にある思茅港からタイのチェンセーン港を経てラオスのルア プラバーンまでの区間、約八八六キロが国際河川航行ルートとなってい 近年、大メコン圏協力（ＧＭＳ）による道路網や鉄道開発が注目されてい
るが、メコン河の水運ルートもまた、中国の内陸部にある雲南省からタイ国内の道路網を経てシャム湾をつなぐルートの一部 なし、流域国のなかでもとりわけ中国は開発に力 注いできた。　
二〇一一年以降、このメコン河
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二万トン（雲南省交通運輸庁二〇一六年一月二一日の発表）と比較すると、その約六％にあたる貨物がメコン河を経由して中国とタイの間を往来したことになる。また二〇一一年発表された橋谷によるメコン河水運の研究では、二〇〇九年時点 の雲南省西双版納タイ族自治州における陸運、水運、空運の客貨出入国実績を比較している （表１、参考文献①、七五ページ） 。これによると、陸運による貨物輸送がベトナム・ラオス・ミャンマー陸上国境経由のルートを合わせて三九万五〇〇トンだったのに対し、メコン河航路では二〇万七二〇〇トンを記録
している。この数値をみる限り、メコン河の水運は陸路輸送に対する補完的ルートとして位置付けられる。⑵何がどこからどこへ行く か？　
橋谷の研究によれば、雲南省側












貨物輸出入量（万トン） 32.81 6.24 20.72 ──
貨物輸出入量（万ドル） 18,325 4,052 16,440 ──
出入国人数（万人） 64.01 23.69 4.64 1.34
出人国車両・船舶・航空便数 9.88 万台 2.38 万台 0.86 万隻 322 便
（出所）参考文献①、75 ページ。
表 2　タイと他のメコン上流国間の水運貿易内訳推移（単位：100 万バーツ）






























2011 2,070.0 97.3 90,634.5 0.23 29.9 2.3 3,323.2 0.09 0.0 0.0
2012 485.9 94.3 107,969.0 0.05 26.1 3.2 3,708.7 0.07 3.2 0.6
2013 631.1 96.4 116,204.8 0.05 23.4 3.6 3,981.6 0.06 0.4 0.1
2014 682.9 97.2 120,030.1 0.06 19.6 2.8 4,423.9 0.04 0.0 0.0





































2011 3,873.0 43.1 78,291.3 0.49 2,869.7 31.9 7,745.4 3.71 2,250.9 25.0 7,661.2 2.94 
2012 4,210.5 37.8 81,141.3 0.52 4,289.0 38.5 10,642.7 4.03 2,638.0 23.7 9,589.0 2.75 
2013 3,509.0 28.5 79,336.8 0.44 6,100.0 49.5 11,165.1 5.46 2,716.6 22.0 10,916.8 2.49 
　2014 ＊ 3,352.7 24.8 83,544.8 0.40 6,894.7 51.0 12,484.6 5.52 3,286.0 24.3 13,336.9 2.46 
（注）＊ 2014 年輸出額は暫定値。
（出所）チェンセーン税関資料およびタイ税関局より、筆者作成。
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表３　チェンセーン港における輸出入上位品目の推移（金額ベース）
輸入 1 2 3 4 5
2007
生鮮野菜 りんご 梨 ざくろ にんにく
重量 20,602 13,313 6,638 5,178 743
金額 298 126 86 74 64
2008
生鮮野菜 生ざくろ マンガン精製原料 生りんご にんにく
重量 24,342 12,004 1,417 5,945 6,688
金額 340 141 108 68 58
2009
生鮮野菜 生ざくろ 生りんご 花火 梨
重量 17,609 17,015 13,444 4,137 4,572
金額 264 252 150 63 55
2010
ざくろ 生鮮野菜 りんご 生にんにく ひまわりの種
重量 27,257 6,631 9,479 6,078 3,175
金額 243 94 88 48 45
2011
ざくろ ひまわりの種 にんにく 花火 しいたけ
重量 23,432 6,277 9,425 5,021 130
金額 253 92 80 77 62
2012
生ざくろ 乾燥ネギ ひまわりの種 花火
加工チーク
材
重量 12,053 970 2,472 1,589 1,170







重量 18,468 2,813 2,652 289 2,469
金額 205 94 31 37 25
2014
ざくろ ひまわりの種 ジャガイモ にんにく
かぼちゃの
種
重量 15,065 3,875 2,239 4,245 175





重量 11,065 8,437 2,537 2,287 1,991
金額 124 121 112 51 24
（注）重量の単位はトン、金額の単位は 100 万バーツ。
（出所）チェンセーン税関資料より、筆者作成。
輸出 1 2 3 4 5
2007
乾燥ロンガン パームオイル ゴム糸 クレープゴム 植物油
重量 53,943 21,484 3,903 5,029 8,141








重量 32,794 3,042 12,894 13,825 5,329
金額 1,182 350 328 287 287
2009
パームオイル 中古車 栄養ドリンク 乾燥ロンガン 天然ゴムシート
重量 24,829 4,730 13,228 10,256 4,594







重量 4,259 7,839 11,785 5,126 2,826





ク 冷凍水牛肉 新車 中古車
重量 22,693 18,135 6,098 841 2,492
金額 898 572 517 490 417
2012
冷凍水牛肉 豚（生体） 新車 パームオイル 変速機軸
重量 12,667 12,735 1,082 18,145 1,692





重量 28,761 19,841 14,924 5,646 1,779





重量 20,347 23,797 6,670 8,102 42,415
金額 901 743 681 596 593
2015
冷凍鶏肉（分
解） 水牛肉類 肉牛（生体） 豚（生体）
ディーゼル
油
重量 35,400 11,906 20,654 18,343 44,513
金額 2,585 1,379 1,082 948 843
九日に中国の貨物船が雲南省景洪からタイのチェンセーンを経て、ラオスのビエンチャン郊外のラクシーまで、初めて河川航行を成功させたことに端を発する。カンボジア紛争が終結したのは一九九一年であり、ＧＭＳが提唱されたのが九二年である。 のこと 考えると中国による航路探査はメコン地域開発の歴史の非常に早い時期に行われたといえるだろう こ後、一九九三年には中国政府とオス政府の間でメコン河水運 行に関する協定の交渉が始まり、一九九四年に両国間で客貨運輸に関する協定が調印された。その後一九九七年には中国とミャンマー間で同様の協定が結ばれたのを経て、二〇〇〇年に中国、ラオス ミャンマー、タイ 間で「瀾滄江―メコン河商船通航協定」が締 さる。これによって、雲南省の思茅港からラオスのルアンプラバーンまでの八八六キロの河川が国際航路となった。　
ただし、メコン河の中国―ラオ
ス間の航路は浅瀬が多いため、大型船の航行は困難であった。こため、二〇〇二年から中国政府が出資してメコン河の上流域で大規模浚渫を含む航路整備計画を実施
した。また中国領内を流れるメコン河には六カ所の水力発電ダムが建設されている。宇佐波による詳細なメコン河航行のフィールド調査報告では、乾期で河の水量が減って船舶の航行が難し 際に、中国のダム管理当局がこれらのダムから放水を行い、水位を上げて航行させるという実態が記録さ ている（参考文献②、一一四～一一六ページ） 。こ よ にメコン河の貨物船のための航路整備や航行支援は、中国政府あ いは雲南省政府の積極的な関与によって行われている。中国のＧＭＳ政策は、従来「西部大開発」と 関連で説明されることが多い。沿海部と内陸地域の経済格差は中国国内で一九九〇年代末から指摘されていたが、二〇〇〇年に全国人民代表大会で正式に計画として承認されたこれを期として中国はメコン地域での交通インフラと電力エネルギー開発に積極化したとしばしば説明されるが、メコ 河の水運航路開発に関する限り、中国は一九九〇年代の初頭から積極的にリードしてきたのである。なぜ中国にとってメコン河 水運ルートがこれほど重要なのだろうか。そ 理由を、メコン河流域の広域開発計画
12_分析リポート.indd   36 16/12/07   18:39









の三角地帯」を貫く形で通っている。 「黄金の三角地帯 はメコン河上流に位置するタイとラオス、ミャンマー 国境 であり、ここでは一九世紀から山地民によるケシや大麻の栽培やアヘンの生成が盛んに行われていた。二〇世紀に入ってからは国共内戦により中国共産党に追われた中国国民党が







を施されたまま射殺され、メコン河に遺棄されており その無惨な様子を写した写真が中国やタイ国内でセンセーショナルに報道された。とりわけ中国は、被害者の出身国であり事件への反響は大きかった。折しも同年は 東諸国での反体制運動が活発化し、 政府は中東諸国における在外国民 安全保護に力を注い いた時期にあたる。メコン河の船舶襲撃事件そうした中国政府による在外国民の保護責任能力に疑問 投げかける形となっ のである。　
事件を受けて、雲南省政府はメ
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り落着したかのよう み るメコン河の惨劇だが、実際には現在も未解決の問題を残している。それが、事件の捜査過程で逮捕された九名のタイ陸軍将兵に対する法的責任の追及である。既に述べたとおり、タイ国家警察は事件発生当初、ノーカムとその一味を犯人とする見解を示していた。それにもかかわらず、事件発生から半月以上を経て「パームアン・タスクフォース」の将兵二名 含む九名が一三名の船員殺害の容疑で出頭したとし、チェンライ県警察で身柄
を拘束している
⑼。 「パームアン・
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また、二〇一四年 は中 国内で『メコン河の大事件』 （原題：湄公河大案）と題する刑事ドラマが放映されている。これは中国中央電視台が国務院公安部、雲南省公安庁の協力でメコン河の惨劇をテーマに制作した連続ドラマであり、同年七月には中央電視台総合チャンネルで、ゴールデンアワーにあたる七時台に三五回にわたって放映された。さら 二〇一六年一〇月一日には、メコン河の惨劇を扱ったアクショ 映画が公開され 。O
peration M
ekong （中国語：湄















関累からチェンセーンまで合同パトロールを行う他、違法薬物や武器の取引、密輸や不法入国といった違法行為を摘発するものである。中国国務院公安部の発表によれば、二〇一六年一〇月二五日現在までに「黄金の三角地帯」 中心に五一回の合同パトロールを行い、四カ国 七六三 人の担当者と三六五隻の捜査船が参加し、七一八隻の船を臨検し、約八五〇隻の商船を護衛 一八三隻を救助した
⒇。またこうした実務レベルで
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1992 メコン 6 カ国、UNODC と違法薬物対策のための MOU 締結
2010 1 月 UNODC によるメコン河流での合同法執行プログラム「PATROL」開始 (2014 年 6 月まで）カンボジアとベトナムがこの年に参加
2011 10 月 5 日 「メコン河の惨劇」事件発生
2011 10 月 31 日 第 1 回 4 カ国メコン河法執行・安全協力会議、北京にて開催 ( 中国公安部長、ラオス国防相兼副首相、ミャンマー内相、タイ副総理が参加 )
2011 11 月 15 日 タイ、15 日の閣議で中国との協力について承認
2011 12 月 10 日 中国関累にメコン河合同パトロール合同司令部を設置。各国に連絡拠点を設置することで合意
2011 12 月 13 日 第 1 回 4 カ国合同パトロール実施
2012 タイ、UNODC の PATROL に参加
2012 PATROL、薬物対策から国境管理に重点をシフト
2012 8 月 7 日 中国の援助により、ラオス・ボケーオ県ムアンモーン郡トンプーンに合同パトロール連絡拠点設置決定
2012 12 月 2 日 第 7 回合同パトロール実施
2013 1 月 13 日 ミャンマー、UNODC の PATROL に参加
2013 12 月 25 日 第 17 回合同パトロール実施
2014 5 月 29 日 UNODC、中国国家麻薬対策委員会弁公室長劉躍進と会見、麻薬対策に関するメコン地域での協力で合意
2014 12 月 11 日 中国、ラオス、ミャンマー、タイによる麻薬コントロールのための 4 カ国ワークショップを開催（チェンライ）
2015 1 月 7 日 第 5 回会合実施（ラオス・ボケーオ）。中国雲南省、ラオス、タイ、ミャンマー代表が参加
2015 1 月 25 日 ラオス・ムアンモーンに 4 カ国合同パトロール連絡拠点完成
2015 8 月 30 日 タイにて、2015 年度第 3 回メコン河合同パトロール国家委員会開催。NSC、外務省、麻薬管理局事務所、港湾局事務所、チェンセーン税関が参加





2015 10 月 27 日
第 39 回合同パトロール実施。4 日間で 155 名、ラオス領ムアンモーン付
近のバーン・シャンコック水域 512 キロメートルを巡邏。10 隻の船、790
トンあまりの貨物、人員 64 名を検査
2016 3 月 UNODC のアレンジによる「ゴールデン・トライアングル」地帯共同パトロールに中国国家麻薬対策委員会弁公室副主任の魏暁軍が参加
2016 3 月 23 日 「4 カ国文化スポーツ交流活動」、景洪市にて 4 カ国から 100 名が参加。2015 年までに 13 回同様のイベントが開催されている
2016 7 月 19 日 第 48 回合同パトロール実施
（出所）新聞、UNO DC ウェブサイトより、筆者作成。
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9 thahan phuaphan khadi kha 
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 青木まき「メコンサブ地域の出現――域内国の模索と域外国の関与― 」 （大庭三枝編著『東アジアのかたち――秩序形成と統合をめぐる日米中ＡＳＥＡＮの交差――』千倉書房、二〇一六年）一二一―一五五ページ。
⑥
 天野健作「メコン川 水資源をめぐる中国と米国」 （ 『水文・水資源学会誌』第二七巻第二号、二〇一四年）七七―八三ページ。
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